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うたひ鏡

書
誌
解
説　
『
う
た
ひ
鏡
』
高
知
本 

付
諸
本

『
う
た
ひ
鏡
』
は
、
全
三
十
条
か
ら
な
る
謡
に
関
す
る
言
説
を
集
め
た
謡
伝
書
で
あ
る
。
江
戸
初
期
に
板
行
さ
れ
た
書
目
を
一
覧
に

し
た
『
書
籍
目
録
作
者
付
大
意
』（
い
わ
ゆ
る
『
寛
文
十
年
書
籍
目
録
』。
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）
年
﹇
江
戸
﹈
西
村
又
右
衛
門
・﹇
京

都
﹈
西
村
又
左
衛
門
刊
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
能
）
に
本
書
が
見
え
て
お
り
、そ
こ
か
ら
は
三
冊
か

ら
成
る
刊
本
で
遅
く
と
も
寛
文
十
年
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
初
版
の
刊
行
は
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
で
あ
っ

た
ら
し
い
（
後
掲
の
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
所
蔵
本
書
誌
解
説
参
照
）。

伝
存
す
る
諸
本
に
は
、
刊
本
の
他
に
写
本
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、
上
中
下
巻
の
三
冊
に
分
か
れ
、
上
巻
に
八
条

（
第
一
条
か
ら
第
八
条
）、
中
巻
に
十
条
（
第
九
条
か
ら
第
十
八
条
）、
下
巻
に
十
二
条
（
第
十
九
条
か
ら
第
三
十
条
）
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
現
在
確
認
さ
れ
る
『
う
た
ひ
鏡
』
の
諸
本
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
1
）
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
安
田
文
庫
所
蔵
「
う
た
ひ
鏡
」【
所
蔵
番
号
「
イ11-386-1

」】

刊
本
一
冊
。
袋
綴
。
横
中
本
（
縦
一
三
・
五
糎
、
横
二
〇
・
三
糎
）。
鉄
色
表
紙
。
刷
題
簽
「
う
た
ひ
鏡　

上
」（
左
肩
）。
全
三
十
三

丁
。
刊
記
な
し
。
全
三
十
条
の
目
録
と
、
第
一
条
か
ら
第
八
条
の
本
文
が
収
め
ら
れ
た
上
巻
の
み
の
零
本
。
な
お
、
本
書
の
詳
細
に
つ

い
て
は
『
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
特
別
資
料
目
録
6
貴
重
書　

能
・
狂
言
篇
』（
一
九
九
七
年
竹
本
幹
夫
監
修
、
演
劇
博
物
館
編
集
・

発
行
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
、
本
書
を
便
宜
上
、
演
博
本
と
略
称
す
る
。
ま
た
本
書
は
「
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵 

能
・
狂

言
文
献
資
料
集
成 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
」
で
参
照
可
能
で
あ
る
。
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（
2
）
神
戸
女
子
大
学
図
書
館
森
修
文
庫
所
蔵
「
謡
鏡
」【
所
蔵
番
号
「
五-2-3-01

」】

右
に
同
じ
く
刊
本
で
、
上
巻
の
み
の
零
本
。
表
紙
の
寸
法
は
、
縦
一
三
・
五
糎
、
横
一
九
・
六
糎
。
卍
繋
ぎ
地
縹
色
表
紙
で
、
題
簽
は

剥
落
し
て
い
る
。
演
博
本
と
は
若
干
の
異
同
が
あ
り
、『
う
た
ひ
鏡
』
に
少
な
く
と
も
二
種
類
の
版
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
本

書
の
方
が
後
刷
り
と
み
ら
れ
る
（
後
掲
の
異
同
対
照
表
参
照
）。
以
下
、
本
書
を
神
女
本
と
略
称
す
る
。

（
3
）
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
所
蔵
「
う
た
ひ
鏡
」【
所
蔵
番
号
「
三
七 

能
・
謡
伝
書113

」】

他
書
（『
東
本
願
寺
式
能 
光
演
上
人
自
評
』）
と
の
合
写
本
一
冊
。
袋
綴
。
小
型
半
紙
本
（
縦
二
二
・
三
糎
、
横
一
五
・
七
糎
）。
布
目

入
薄
茶
色
表
紙
。『
う
た
ひ
鏡
』
の
部
分
は
全
二
十
八
丁
。
刊
本
か
ら
の
転
写
本
と
み
ら
れ
る
が
、
上
巻
と
下
巻
の
み
が
写
さ
れ
中
巻

を
欠
い
て
い
る
。
下
巻
末
尾
に
寛
文
二
年
刊
の
奥
付
を
記
し
て
お
り
、こ
れ
は
刊
本
の
奥
付
を
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
も
の
と
見
て
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
上
巻
部
分
は
「
う
た
ひ
鏡 

上
」
と
題
記
し
た
扉
に
続
け
て
、
全
三
十
条
の
目
録
と
第
一
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の

本
文
を
記
し
、
末
尾
に
「
以
上 

上
巻 
三
十
三
丁
ま
で
」
と
注
記
す
る
。
下
巻
部
分
は
「
う
た
ひ
鑑 

下
」
の
題
記
に
続
け
て
、
第
十
九

条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
本
文
を
記
す
。
本
文
の
末
に
は
、識
語
と
「
以
上 

下
巻
六
十
七
丁
ヨ
リ
百
五
丁
終
迄
」
の
注
記
が
あ
り
、そ

の
後
に
先
記
の
奥
付
が
続
く
。
な
お
、
識
語
に
よ
れ
ば
『
う
た
ひ
鏡
』
の
元
に
な
っ
た
伝
書
は
全
五
十
一
条
で
あ
っ
た
と
す
る
。
な

お
、
本
書
に
つ
い
て
は
『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
（
中
）』（
一
九
九
七
年
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
集
・
発
行
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。
以
下
、本
書
を
鴻
山
本
と
略
称
す
る
。
ま
た
本
書
は
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
全
容
の
参
照
が
可
能
で
あ

る
。

（
4
）
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
山
内
文
庫
所
蔵
「
宇
多
伊
茂
の
（
う
た
い
も
の
）」【
所
蔵
番
号
「
ヤ770-90

」】　

写
本
一
冊
。
袋
綴
。
半
紙
本（
縦
二
四
・
一
糎
、横
一
七
・
四
糎
）。
柿
渋
波
刷
毛
目
模
様
表
紙
。
打
付
書
き
外
題「
宇
多
伊
茂
の　

全
」

（
左
肩
）。
冒
頭
の
目
録
と
本
文
を
全
て
一
筆
で
書
写
す
る
が
、
目
録
第
一
条
か
ら
第
十
五
条
と
、
本
文
第
二
十
七
条
の
末
尾
以
降
を
欠

い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
奥
書
・
識
語
等
は
な
く
書
写
者
も
不
明
だ
が
、
書
写
年
次
は
江
戸
中
期
頃
と
見
ら
れ
る
。
以
下
、
本
書
を
高

知
本
と
略
称
す
る
。
ま
た
本
書
は
国
文
学
研
究
資
料
館
が
公
開
し
て
い
る
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
全
容
が
参
照
可
能
で
あ
る
。
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本
書
で
は
、
諸
本
中
で
最
も
欠
脱
の
少
な
い
高
知
本
を
翻
刻
の
主
要
な
底
本
に
使
用
し
、
高
知
本
に
欠
け
た
条
は
鴻
山
本
を
底
本
と

し
た
。
ま
た
諸
本
に
本
文
が
存
す
る
条
は
、
演
博
本
と
鴻
山
本
を
用
い
て
本
文
の
校
異
を
と
っ
た
。

　
　

＊
＊
＊

さ
て
、
右
記
の
う
ち
演
博
本
、
神
女
本
、
鴻
山
本
の
三
本
が
、
こ
れ
ま
で
『
う
た
ひ
鏡
』
の
伝
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
本
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
伝
存
状
況
か
ら
推
察
す
る
に
、『
う
た
ひ
鏡
』
は
広
範
に
流
布
し
た
書
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
国
書
総
目

録
』
に
、
伊
勢
貞
丈
が
著
し
た
「
謡
鏡
集
」
な
る
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
天
保
十
五
年
成
立
と
あ
り
『
う
た
ひ
鏡
』
と
は
別
書
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
）。
し
か
も
、
演
博
本
と
神
女
本
は
刊
本
な
が
ら
上
巻
の
み
の
零
本
、
鴻
山
本
は
他
の
能
楽
資
料
と
の
合
写
本
か

つ
中
巻
を
欠
く
も
の
で
、『
う
た
ひ
鏡
』
の
全
容
は
長
ら
く
不
明
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
本
書
の
刊
行
に
尽
力
さ
れ

た
上
野
正
章
氏
が
資
料
探
索
に
よ
り
高
知
本
を
見
出
さ
れ
、こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
条
文
を
含
む
伝
本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

高
知
本
は
、
前
述
の
と
お
り
、
現
在
山
内
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。
山
内
は
い
う
ま
で
も
な
く
土
佐
藩
主
山
内
家
の
こ
と
で
あ
る
が
、

実
は
本
書
は
山
内
家
に
持
ち
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。と
い
う
の
は
山
内
文
庫
の
一
角
を
構
成
す
る
書
物
は
近
代
に
他
家
よ
り
献

納
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、本
書
は
そ
こ
に
含
ま
れ
た
一
書
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
献
納
の
書
物
群
を
所
蔵
し
て
い
た
家
が
土
佐

の
谷
家
で
あ
っ
た
。

谷
家
は
土
佐
住
の
神
職
の
家
柄
で
あ
っ
た
が
、
学
に
志
し
た
谷
重
遠
（
寛
文
三
年
〔
一
六
六
三
〕
―
享
保
三
年
〔
一
七
一
八
〕）
が

都
に
の
ぼ
り
朱
子
学
と
神
道
を
修
め
、土
佐
藩
の
正
統
な
学
問
活
動
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
家
と
な
っ
た
（
重
遠
は
藩
の
学

問
と
い
う
べ
き
南
学
の
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
）。
学
者
と
し
て
の
重
遠
の
気
質
は
子
の
垣
守
、
孫
の
真
潮
へ
と
受
け
継
が
れ
、
谷
家
三
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代
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
を
著
作
に
あ
ら
わ
し
、
ま
た
書
物
の
収
集
に
い
そ
し
ん
だ
こ
と
は
、
山
内
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
書
物
が
物
語
っ
て

い
る
。
高
知
本
は
そ
の
過
程
で
谷
家
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、で
は
い
ず
れ
の
代
に
よ
る
収
書
で
あ
る
の
か
。
結
論
を
先
に
言

え
ば
、三
代
い
ず
れ
の
人
物
に
よ
る
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
高
知
本
に
は
重
遠
の
号
「
秦じ
ん
ざ
ん山
」
を
冠
し
た
「
秦
山
書
蔵
」
の
蔵
書

印
が
複
数
捺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
一
見
、
高
知
本
が
重
遠
の
収
書
に
か
か
る
書
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の

蔵
書
印
は
垣
守
・
真
潮
ゆ
か
り
の
書
物
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
重
遠
の
蔵
書
印
は
継
承
利
用
さ
れ
、
谷
家
蔵
書
の
総
体
を
表

す
名
称
と
し
て
「
秦
山
」
の
号
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
他
に
徴
証
を
求
め
る
な
ら
ば
、本
書
筆
跡
が
三
代
い
ず
れ
の

人
物
の
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
が
、
参
照
可
能
な
範
囲
で
三
人
の
自
筆
文
書
と
対
照
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ

の
筆
跡
も
同
一
と
は
認
め
ら
れ
ず
、高
知
本
が
谷
家
に
入
っ
た
時
期
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
三
人
い
ず
れ
の
筆
跡
と
も

一
致
し
な
い
こ
と
は
、
お
の
ず
と
高
知
本
が
谷
家
の
外
で
書
写
さ
れ
た
本
で
あ
っ
た
と
い
う
本
書
の
素
性
の
一
端
も
示
す
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
は
高
知
本
の
様
態
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
高
知
本
は
『
う
た
ひ
鏡
』
全
体
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現

状
は
前
述
の
通
り
冒
頭
の
目
録
前
半
（
第
十
五
条
ま
で
）
の
丁
と
第
二
十
七
条
の
末
文
か
ら
最
終
第
三
十
条
ま
で
の
数
丁
を
欠
失
し
て

い
る
。
ま
た
前
後
に
そ
の
よ
う
な
欠
落
が
あ
り
な
が
ら
表
紙
は
付
さ
れ
て
お
り
、外
題
は
『
宇
多
伊
茂
の
』
と
い
う
本
来
の
も
の
と
は

考
え
に
く
い
書
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
表
紙
に
つ
い
て
単
純
に
考
え
れ
ば
後
に
補
わ
れ
た
も
の
と
な
る
が
、本
文
料
紙
と
は
虫
損
の
状

況
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
補
修
は
谷
家
に
お
い
て
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
本
書
に
付

さ
れ
た
柿
渋
引
き
の
表
紙
と
同
様
の
も
の
は
谷
家
蔵
書
の
他
書
に
も
見
ら
れ
る
。
外
題
に
つ
い
て
は
、も
し
高
知
本
が
元
よ
り
谷
家
内

で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、欠
丁
な
ど
の
破
損
が
あ
っ
た
と
し
て
も
本
来
の
書
名
が
分
か
ら
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
高
知
本
は
他
家
で
書
写
さ
れ
た
後
に
、
何
ら
か
の
事
情
で
欠
丁
を
き
た
し
た
も
の
を
谷
家
が
入
手

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
表
紙
を
付
し
て
補
修
を
行
っ
た
も
の
の
、
稀
覯
の
謡
伝
書
と
し
て
本
来
の
書
名
が
分
か
ら
ず
、
内
容
に
鑑
み
て

「
う
た
い
も
の
」
と
い
っ
た
仮
題
が
付
け
ら
れ
た
と
い
っ
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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高
知
本
が
い
か
な
る
人
物
も
し
く
は
家
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
事
例
が
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な

く
、
欠
巻
に
よ
り
対
照
不
能
な
条
も
あ
る
も
の
の
、
諸
本
と
比
較
す
る
と
一
つ
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
高
知
本
の
第
七
条

に
「
修
羅
も
し
ゆ
ら
に
よ
る
事
に
候
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、演
博
本
や
鴻
山
本
で
は
「
修
羅
も
し
ゆ
ら
に
よ
る
事
に
御
座
候
」
と
な
っ

て
お
り
、高
知
本
の
本
文
末
の
待
遇
表
現
が
他
本
に
比
し
て
緩
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
別
の
箇
所
で
は
例
示
は
省
略
す
る
が
逆
に
強
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
高
知
本
の
本
文
上
の
特
徴
と
は
、こ
の
よ
う
な
待
遇
表
現
に
関
す
る
本
文
の
相
違
で
あ
る
。
右
以
外
に

も
、
演
博
本
と
鴻
山
本
も
し
く
は
鴻
山
本
の
み
に
存
す
る
条
に
お
い
て
同
様
の
本
文
対
立
が
見
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
本
文
異
同
が
複
数

に
わ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、そ
れ
ら
は
書
写
者
の
本
文
理
解
に
も
と
づ
く
本
文
改
訂
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
待
遇
表
現
に

関
す
る
本
文
改
訂
は
、
丁
寧
に
述
べ
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
の
判
断
に
よ
り
文
末
を
改
め
る
こ
と
で
あ
り
、
谷
家
の
学
問
の
初
発
と

な
っ
た
重
遠
が
修
め
た
朱
子
学
（
君
臣
・
親
子
等
上
下
の
礼
節
を
重
ん
じ
る
）
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
谷
家
に
本
書
が
も
た
ら
さ
れ

た
の
は
、
あ
る
い
は
谷
家
と
同
学
の
徒
が
書
写
し
た
も
の
を
譲
り
受
け
る
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

右
記
の
よ
う
に
高
知
本
は
一
部
に
本
文
の
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、『
う
た
ひ
鏡
』
本
来
の
本
文
を
知
ろ
う
と
す
る
場

合
に
は
や
や
難
の
あ
る
本
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
全
容
が
知
ら
れ
な
か
っ
た
江
戸
初
期
謡
伝
書
の
内
容
を
わ
れ
わ
れ
に
知

ら
せ
て
く
れ
る
点
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
ま
た
謡
伝
書
享
受
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
契
機
と
な
る
点
に
お
い
て
、
ま
こ
と
に
意
義

深
い
資
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
参
考
）
演
博
本
と
神
女
本
の
異
同
対
照
表

（
恵
阪 

悟
・
田
草
川 

み
ず
き
・
長
田 

あ
か
ね
）


